（様式）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	平成３１年度　○○学校特別支援教育推進計画


【○○立○○学校】目指す子供の姿
（学校全体の児童生徒）　　　　共生社会の実現のために、目指す児童生徒像を示す。
（特別支援教育対象の児童生徒）将来の自立と社会参加を見据えて、目指す児童生徒像を示す。






本校特別支援教育の重点目標・指標
◎【体制整備に関する重点目標】現状と課題から、学校として目指す本年度の重点目標を設定する。
★【達成指標】特別な支援が必要な児童生徒の個別の教育支援計画作成率（　　　）％・個別の指導計画作成率　（　　　）％




連続性のある多様な学びの場における教育の充実（柱１）

通常の学級における指導の充実

・通常の学級に在籍し、特別な支援を必要とする児童生徒に関する取組（保護者連携、関係機関との連携を含む）を示す。

・学校組織として、障がいのある児童生徒と障がいのない児童生徒が共に学ぶことができるための取組を示す。

・保護者への理解・啓発に関する取組を示す。


在籍学級
との連携
通級指導教室における指導の充実

・通級指導教室において指導を受けている児童生徒に関する取組を示す。
・保護者連携、関係機関との連携の取組を示す。










　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交流及び
共同学習
特別支援学級における指導の充実

・特別支援学級に在籍する児童生徒に関する取組を示す。
・保護者連携、関係機関との連携の取組を示す。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





一貫した継続性のある指導及び支援
・就学前からの接続（柱２）や卒業後の進路（柱３）に係る連携に関して学校が行う取組を示す。






インクルーシブ教育システム構築のための学校体制整備


専門性の向上と支援体制の整備・充実（柱５）
・課題を解消するための教員の専門性の向上及び校内委員会等の支援体制整備の視点で取組を示す。
安全・安心かつ効果的に学べる教育環境の整備（柱４）
・児童生徒の実態に応じた施設面での環境整備や学習上の困難を軽減する教材等に関する取組を示す。





本校の特別支援教育に係る現状と課題
・学校が行っている特別支援教育に係る現状をもとに、そこから生じる課題について示す。その際、上の「重点目標・指標」欄に示す内容と対応する現状と課題を中心に示す。
★【現状値】特別な支援が必要な児童生徒の個別の教育支援計画作成率（　　　）％・個別の指導計画作成率（　　　）％






※　簡潔に表記してください。なお書式中の「柱」は、「福岡県特別支援教育推進プラン」と対応しています。
※　★の欄の（　　　）は必須項目です。
	　記入例　　平成３１年度　○○学校特別支援教育推進計画


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【○○立○○小学校】
目指す子供の姿
[bookmark: _GoBack]（全）互いの個性や違いを認め合い、相手の心情を想像しながら、共に学び高め合うことができる子供
（特）自分のよさや可能性を伸ばすことに関心をもち、進んでできることを増やしたり、苦手さを工夫、改善しようと努力したりすることができる子供





本校特別支援教育の重点目標・指標
◎【重点目標】通常の学級を含む特別な教育的支援が必要な児童について、個別の教育支援計画・個別の指導計画を作成・活用して指導を行う。（毎月の更新日に全員個別の指導計画を追記、修正する。）
★【達成指標】特別な支援が必要な児童生徒の個別の教育支援計画作成率（１００％）・個別の指導計画作成率（１００％）







連続性のある多様な学びの場における教育の充実（柱１）

通級指導教室における指導の充実
・在籍学級担任が個別の教育支援計画を確実に作成し、個別の指導計画を活用し、支援できるよう年度当初に関係者会議を行う。
・通級担当は退級の見通しを保護者、担任と確認し、指導の記録をもとに校内委員会で定期的に報告する。




通常の学級における指導の充実
・年度当初に環境構成担当からUD教室環境について提案し、発達段階に応じて各学年担当を中心に構成する。（４月中に）
・研究部から学習規律や板書・発問の基本などの共通事項を提案し、支援を要する児童が安心できる授業の進め方を徹底する。
・支援を要する児童の保護者との情報共有の仕方（電話、交換ノート等）を学年で決め、同一歩調で保護者連携を進める。
・関係機関への相談が必要と思われる児童については即時、校内委員会にあげる。
・総合的な学習で「鍛ほめメソッド」に基づく取組を全学級実践し、多様性を認め合い、自尊感情を高める。

在籍学級
との連携





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別支援学級における指導の充実
・障がい種ごとに基本の教育課程を作成し、特別支援学級の予定を優先して週時程を作成する。（教務主任、特支Co）
・講師招へいの授業研修会を行う。
・交流及び共同学習の課題を共有し、交流する教科、学習内容、支援、評価について毎学期初めに特学担任と交流担任で確認する。


交流及び
共同学習との連携







一貫した継続性のある指導及び支援
・校区内外の主な保育園、幼稚園と夏季休業中に情報交換会を設定することとサポートノートの提案
・個別の指導計画の定例更新日の設定（月１回）と次学年に引き継ぐ「有効な支援」の個別リスト化
・○○中学校区の小・中連携事業で、支援を要する児童の学級参観とその後の意見交換会の設定




インクルーシブ教育システム構築のための学校体制整備


安全・安心かつ効果的に学べる教育環境の整備（柱４）
・特別支援学級の児童が合同で安全に活動できるプレイルームの整備
・通常の学級全教室におけるUD教室環境の統一
・
専門性の向上と支援体制の整備・充実（柱５）
・校内委員会の定例化（隔週１回）と個別の計画作成状況の確認（各学年担当の活用）
・巡回相談を活用した校内研修の実施（３回）





本校の特別支援教育に係る現状と課題
【現状】・全学年の通常の学級に特別な支援を必要とする児童が在籍している。（全校○○名、○．○％）
・特別支援学級、通級指導教室ともに対象児童が増加し、今年度、特学は１学級増（情緒）。
【課題】・特学の新任教員の指導力向上のための特学間や交流学級とのチーム体制の強化
★【現状値】特別な支援が必要な児童生徒の個別の教育支援計画作成率（９０％）・個別の指導計画作成率（８５％）





